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ここで.指嶺 N,S虹 左側と右側の超伝導体を示 し. BN{S'は, 超伝導体の種

類と境界面の状感 (境界面での反射率 Rによって特徴すけられる.)によって決

まる定数で.S-S連合系の場合 は.
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で与えられる. (TM :電流がないときの転移温度) ここで注 目すべきことは､

この境界条件の虚部から､ Josephs川 馬流の義式が与 られることである. したが

って. この境界条件によりseIトcoASislenlな △(I)と JosephsM 屯流の関係を

容易に議論することができる.

本苑轟では. この境界粂作を導出する方法について竹単に述べ､ これにより導

かれるかれる結束について考無する.

10.DyRu2Si2単結晶の磁性

藤 原 義 幸

RトⅠ2.Y 2で 表 され る 3元 金 属 間 化 合 物 の磁性 につ いて は､ い ま まで

数 多 くの 研 究 が な され て きた｡ そ の 結 晶構造 は一般 に T hC res i2型
く空 間 群 : Ⅰ4/mm m ) とよば れ る構 造 で あ り くF i-■g. 1)
Rは 希 土 芙貞金 属 や ウ ラ ン､ M は 3 d､ 4 d､ 5 dな どの 遷移 金 属､ Xは

シ リ コ ン､ ゲ ル マ ニ ウ ム を表 して い る｡ この結 晶構 造 で は､ R､ M､ X
の 各 原 子 は それ ぞ れ2(a)､4(d)､4くe)の 位 置 を 占め Rは 休心 構 造 を形成 し

て い る｡- この結 晶 構造 で はC-面 内 で は 同 種 の原 子 しか存 在 しな い層 状構
造 を な して い る｡
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この 化合 物 は R､ }Ⅰお よび X の 組 合 せ に よ り非常 に多 数 あ りその磁性

非 高 に 多 様 な も の と な って い る｡

∫氏 u2S i2は 多結 晶 試 料 に よ る､ 中性 子 回折実 験 は既 に 行 われ て お
低治 で は 磁 気 モ ー メ ン トはC･軸 に平 行 で､ 磁 気構 造 は､ 波 数 ベ ク トル

=〔0.22.0.0]のsine･tJ.aVeで あ る こ とが和 告 され て い る｡ [1]
単 結 晶 試 料 に よ る磁 化率､ 芯化 の 実 験 は昨年 行わ れ て い る｡
-(I- JL点 まま30I(､ C･軸 方 向の 芯化曲 線 か ら求 め た飽和 磁 気 モ ーメ ン ト
二丈 l 個L')Dy卜 に 対 し9.1.q と理 論 値 10JLBよ り小 さ くな って い る こ とが
IttrHitLされ て い る｡ (Fi名.2) このT=4.2Kの 磁 化 曲線 は非常 に大 きな磁 気
異 方 性 が あ りさ ら にC一軸 方 向の 磁 化 過 程 で は 2段 階 で飽 和 に 達 して い る
こ と か
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よ に理 解 す るため に単 結 晶試 料 を用 い芯
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唱 しいで甲性 千 回 折 を 行 った｡ Fig.3はH=0におけ る[1,0.78,0]で の ピー ク
強 度 の温度 変 化 を 示 す｡ このAntiferro相 はネール 点 まで 残 って い る｡
Fi.･ilは こ れ らの 反強 磁 性 ピー ク とく110)ピーク強 度 の磁 場 依存 を示 して
い ろ｡ (110)ピ ー ク強 度 の 変 化 は芯化 曲技 でみ られ た 2段 階 変 化 を よ く再
現 し てい ろ｡ 1<H<1.7 Teslaで は (1.0.78,0)ピー ク強 度 が小 さ くな った
iJlj):)に(0.78,0.78.0)ピー ク強 度 が 大 き くな って い る｡
これ は1<H<1.7Teslaで は新 た に(hh0)方 向 に磁 気秩序 が生 じた ため
と思 われ る｡

今 回 は その 他 にC一面 内 で ス キ ャ ン を 行 ったので その実 験 結 果 と
槌式構造 に つ い て 報 告 す る｡
〔l]ll.SlasLi.A.SZytuta,J.LeciejeuicZandA.Zygmunt,
.I.トla訓.Magn. 卜tat..46く1984)114.
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Fi名.2

Dl一uJShのJL持Aの1.2Zの屯 化 曲 棟
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Fig.3 T (K)

Dy一uZSlZのJL桔Aの(1,0.78.0)
ピ ー ク尊 Jlの 濃 Zl依 存
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1. タイプⅠ間欠性カオスにおける位相の跳びの解析

2. パラメトリックな励起下における拡散の異常増大

3. 球状界面近 くでの高分子鎖の濃度分布

4. 2次元ランダムなセル構造の力学的性質

-バーテックスモデルによる計算機実験-
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